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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第60期
第１四半期
連結累計期間

第61期
第１四半期
連結累計期間

第60期

会計期間
自　2019年４月１日
至　2019年６月30日

自　2020年４月１日
至　2020年６月30日

自　2019年４月１日
至　2020年３月31日

売上高 (千円) 11,802,514 12,689,753 60,087,092

経常利益又は経常損失（△） (千円) △26,279 △115,237 2,915,678

親会社株主に帰属する
当期純利益
又は親会社株主に帰属する
四半期純損失（△）

(千円) △36,808 △160,896 1,996,607

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △162,643 △170,742 1,878,541

純資産額 (千円) 38,545,799 40,028,761 40,645,293

総資産額 (千円) 82,779,456 83,130,954 85,558,291

１株当たり当期純利益
又は四半期純損失（△）

(円) △1.15 △5.06 62.80

自己資本比率 (％) 46.5 48.1 47.5
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容について、重要な

変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間（2020年４月１日～2020年６月30日）における我が国経済は、新型コロナウイルス感染

症の拡大防止に向けた経済活動の自粛等の影響により、景気が急速に悪化し、極めて厳しい状況となりました。５月

25日に全国で緊急事態宣言が解除され経済活動は再開されつつありますが、回復の足取りは鈍く、新型コロナウイル

ス感染症第二波の発生も懸念される状況にあります。また、世界経済におきましても同様に新型コロナウイルス感染

症の影響が甚大な中、米中貿易摩擦の長期化等もあり、先行きの見通せない不透明な状況が続いております。

このような企業環境下、当社グループにおきましては、従業員やお客様、そして地域の皆様の安心・安全を第一と

考え、感染予防対策を講じながら工場における通常操業を継続し、製品の安定供給に努めてまいりました。その結

果、当第１四半期連結累計期間の売上高は12,689百万円（前年同四半期比7.5%増）となり、利益面におきましては、

営業損失は111百万円（前年同四半期は56百万円の営業損失）、経常損失は115百万円（前年同四半期は26百万円の経

常損失）、親会社株主に帰属する四半期純損失は160百万円（前年同四半期は36百万円の親会社株主に帰属する四半

期純損失）となりました。

当社および連結グループのセグメント別の業績は次のとおりであります。

（単位：百万円）

区分

売上高 セグメント利益又は損失（△）

前第１四半期
連結累計期間

当第１四半期
連結累計期間

前年同四半期
 増減率(％)

前第１四半期
連結累計期間

当第１四半期
連結累計期間

前年同四半期
 増減率(％)

内燃機関
部門

舶用機関
関連

10,313 11,585 12.3 758 764 0.9

陸用機関
関連

724 444 △38.6 △301 △339 ―

その他の部門 764 659 △13.8 42 31 △25.3

調整額 ― ― ― △556 △568 ―

計 11,802 12,689 7.5 △56 △111 ―
 

(注) セグメント利益又は損失の調整額は全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
 

＜内燃機関部門＞

イ）舶用機関関連

メンテナンス関連の売上が減少したものの、機関売上では防衛省向けが寄与したこと等により、売上高は

11,585百万円（前年同四半期比12.3%増）、セグメント利益は764百万円（前年同四半期比0.9%増）となりまし

た。

ロ）陸用機関関連

販売物件は増加したものの、メンテナンス関連の売上が減少したこと等により、売上高は444百万円（前年

同四半期比38.6%減）、セグメント損失は339百万円（前年同四半期は301百万円のセグメント損失）となりま

した。
 

従いまして、当部門の売上高は12,030百万円（前年同四半期比9.0%増）、セグメント利益は425百万円（前年同

四半期比6.8%減）となりました。
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＜その他の部門＞

イ）産業機器関連

アルミホイール部門に関しましては、新型コロナウイルス感染症の影響等により自動車業界において新車の

販売台数が減少したことにより売上高は減少したものの、利益率の良化により、セグメント利益は増加となり

ました。

ロ）不動産賃貸関連

不動産賃貸関連に関しましては、売上高は微減となり、セグメント利益は減少となりました。

ハ）売電関連

売電関連に関しましては、売上高は微減となり、セグメント利益は減少となりました。

ニ）精密部品関連

精密部品関連に関しましては、売上高は微減となり、セグメント損失は拡大となりました。
 

従いまして、当部門の売上高は659百万円（前年同四半期比13.8%減）、セグメント利益は31百万円（前年同四半

期比25.3%減）となりました。
 

当第１四半期連結会計期間末における財政状態の概要につきましては、資産の部は、83,130百万円となり、前連

結会計年度末に比べ、2,427百万円の減少となりました。負債の部は43,102百万円となり、前連結会計年度末に比

べ、1,810百万円の減少となりました。純資産の部は40,028百万円となり、前連結会計年度末に比べ、616百万円の

減少となりました。

 
（2）財政状態の分析 　

当第１四半期連結会計期間末における資産の部では、前連結会計年度末の売上債権の回収が進み、受取手形及び

売掛金が前連結会計年度末に比べ、2,881百万円減少となりました。一方で、たな卸資産につきましては、前連結会

計年度末に比べ、883百万円増加となりました。その結果、資産の部合計については、前連結会計年度末に比べ、

2,427百万円減少し、83,130百万円となりました。

負債の部では、支払手形及び買掛金と電子記録債務の合計が前連結会計年度末に比べ、847百万円減少となりま

した。また、短期借入金と長期借入金の合計は、約定返済等により、311百万円減少となりました。さらに、法人税

等の納付により、未払法人税等が494百万円減少となりました。その結果、負債の部合計では、前連結会計年度末に

比べ、1,810百万円減少し、43,102百万円となりました。

純資産の部では、配当金の支払等により、利益剰余金が544百万円減少となりました。その結果、純資産の部合

計では、前連結会計年度末に比べ、616百万円減少し、40,028百万円となりました。当第１四半期連結会計期間末に

おける自己資本比率は、前連結会計年度末から0.6ポイント上昇して、48.1％となりました。

 
（3）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更及び新たに生じた課題はありません。

 

（4）研究開発活動

 当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、574百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 
（5）主要な設備

前連結会計年度末において計画中であった主要な設備の新設について、当第１四半期連結累計期間に著しい変更

があったものは、次のとおりであります。

新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、当社グループの財務に与える影響が不透明な状況もあることから、設備

計画を総額2,804百万円から総額1,851百万円に減額しました。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 80,000,000

計 80,000,000
 

 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(2020年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2020年８月11日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 31,850,000 31,850,000
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は
100株で
あります。

計 31,850,000 31,850,000 ― ―
 

（注）1966年５月２日会社設立資本金10億円のうち現物出資額548,900千円があります。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2020年６月30日 ― 31,850,000 ― 2,434,300 ― 2,150,863
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（2020年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

2020年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 43,500
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 31,804,400
 

318,044 ―

単元未満株式 普通株式 2,100
 

― ―

発行済株式総数 31,850,000 ― ―

総株主の議決権 ― 318,044 ―
 

(注)　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株(議決権20個）含ま

　　　れております。

 
② 【自己株式等】

2020年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
ダイハツディーゼル株式会社

大阪市北区大淀中一丁目
１番30号

43,500 ― 43,500 0.14

計 ― 43,500 ― 43,500 0.14
 

(注)　2020年５月21日開催の取締役会決議に基づき、当第１四半期会計期間において自己株式150,000株を取得いた

　　　しました。その結果、当第１四半期会計期間末現在における自己株式数は193,535株（発行済株式総数に対す

　　　る所有株式数の割合0.61％）となっております。

 
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年内閣府令第

64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(2020年４月１日から2020年

６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(2020年４月１日から2020年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 21,170,694 21,584,410

  受取手形及び売掛金 18,820,737 15,939,058

  たな卸資産 12,974,745 13,857,972

  その他 2,125,575 1,659,981

  貸倒引当金 △13,561 △12,030

  流動資産合計 55,078,191 53,029,392

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 10,254,021 10,076,615

   機械装置及び運搬具（純額） 6,366,004 6,272,435

   土地 5,088,095 5,084,692

   建設仮勘定 132,234 202,990

   その他（純額） 714,111 676,846

   有形固定資産合計 22,554,467 22,313,580

  無形固定資産 1,139,422 1,065,401

  投資その他の資産   

   投資有価証券 2,583,140 2,517,738

   長期貸付金 891 849

   繰延税金資産 3,586,135 3,628,693

   その他 671,708 632,590

   貸倒引当金 △55,666 △57,293

   投資その他の資産合計 6,786,210 6,722,579

  固定資産合計 30,480,099 30,101,561

 資産合計 85,558,291 83,130,954

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 7,661,874 7,357,829

  電子記録債務 5,789,572 5,245,738

  短期借入金 4,455,480 4,568,554

  リース債務 511,405 493,474

  未払法人税等 645,028 150,785

  賞与引当金 670,158 245,203

  役員賞与引当金 51,000 12,750

  未払費用 2,724,876 2,588,566

  その他 1,838,015 2,617,702

  流動負債合計 24,347,410 23,280,604
 

 

EDINET提出書類

ダイハツディーゼル株式会社(E01477)

四半期報告書

 8/17



 

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年６月30日)

 固定負債   

  長期借入金 10,036,994 9,612,603

  リース債務 737,750 644,150

  役員退職慰労引当金 76,288 58,930

  退職給付に係る負債 6,913,160 6,930,295

  資産除去債務 193,326 193,735

  その他 2,608,066 2,381,873

  固定負債合計 20,565,587 19,821,588

 負債合計 44,912,998 43,102,192

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,434,300 2,434,300

  資本剰余金 2,191,263 2,191,263

  利益剰余金 36,578,311 36,033,877

  自己株式 △28,059 △90,309

  株主資本合計 41,175,815 40,569,130

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 155,847 167,003

  為替換算調整勘定 △141,014 △186,802

  退職給付に係る調整累計額 △591,795 △564,778

  その他の包括利益累計額合計 △576,962 △584,576

 非支配株主持分 46,439 44,207

 純資産合計 40,645,293 40,028,761

負債純資産合計 85,558,291 83,130,954
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

売上高 11,802,514 12,689,753

売上原価 9,437,743 10,525,772

売上総利益 2,364,771 2,163,980

販売費及び一般管理費   

 販売費 1,865,556 1,706,777

 一般管理費 556,204 568,850

 販売費及び一般管理費合計 2,421,760 2,275,627

営業損失（△） △56,989 △111,647

営業外収益   

 受取利息 1,696 498

 受取配当金 33,469 16,041

 持分法による投資利益 4,854 －

 業務受託料 19,167 1,967

 受取保険金 39,494 8,387

 貸倒引当金戻入額 1,379 1,555

 雑収入 11,662 26,816

 営業外収益合計 111,724 55,266

営業外費用   

 支払利息 26,438 23,543

 持分法による投資損失 － 21,837

 為替差損 13,876 5,124

 災害による損失 27,359 2,730

 雑損失 13,338 5,622

 営業外費用合計 81,014 58,857

経常損失（△） △26,279 △115,237

特別利益   

 固定資産売却益 15 0

 補助金収入 15,667 －

 特別利益合計 15,683 0

特別損失   

 固定資産売却損 2,389 688

 固定資産廃棄損 3,520 4,160

 特別損失合計 5,909 4,848

税金等調整前四半期純損失（△） △16,505 △120,086

法人税、住民税及び事業税 65,934 102,807

法人税等調整額 △43,802 △59,765

法人税等合計 22,131 43,041

四半期純損失（△） △38,637 △163,128

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △1,829 △2,232

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △36,808 △160,896
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

四半期純損失（△） △38,637 △163,128

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △11,959 11,156

 為替換算調整勘定 △23,832 △3,885

 退職給付に係る調整額 △286 27,016

 持分法適用会社に対する持分相当額 △87,927 △41,902

 その他の包括利益合計 △124,005 △7,614

四半期包括利益 △162,643 △170,742

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △160,813 △168,510

 非支配株主に係る四半期包括利益 △1,829 △2,232
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【注記事項】

(追加情報)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日 至 2020年６月30日)

前連結会計年度の有価証券報告書（追加情報）にて記載の通り、新型コロナウイルス感染症は収束していくと

する想定のもと、当社グループでは会計上の見積りについて、連結財務諸表作成時までに入手可能な情報に基づ

き、合理的な金額を見積もって計上しております。

　その中、新型コロナウイルス感染症に起因すると見られる混乱が、顧客である海運・造船業界各社の業績に影

響を及ぼしており、これにより当社グループも機関売上時期の繰り下げおよびメンテナンス関連売上の減少と

いった影響を受けておりますが、現時点において、当社グループの見積りについて変更を要する状況には至って

いないと認識していることから、重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定について重要な変更はあり

ません。
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１

四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年６月30日)

減価償却費 690,859千円 676,171千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自　2019年４月１日　至　2019年６月30日)

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月27日
定時株主総会

普通株式 477,506 15 2019年３月31日 2019年６月28日 利益剰余金
 

 

当第１四半期連結累計期間(自　2020年４月１日　至　2020年６月30日)

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月26日
定時株主総会

普通株式 477,096 15 2020年３月31日 2020年６月29日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
(注)①

合計
調整額
(注)②

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)③

舶用機関
関連

陸用機関
関連

計

売上高        

 外部顧客への
 売上高

10,313,450 724,255 11,037,706 764,807 11,802,514 ― 11,802,514

 セグメント間の
 内部売上高又は
 振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 10,313,450 724,255 11,037,706 764,807 11,802,514 ― 11,802,514

セグメント利益又
は損失(△)

758,406 △301,928 456,477 42,737 499,214 △556,204 △56,989
 

(注)①「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業機器関連事業、不動産賃貸関連事

業、売電関連事業及び精密部品関連事業を含んでおります。

②セグメント利益又は損失の調整額は全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

③セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
(注)①

合計
調整額
(注)②

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)③

舶用機関
関連

陸用機関
関連

計

売上高        

 外部顧客への
 売上高

11,585,636 444,764 12,030,400 659,352 12,689,753 ― 12,689,753

 セグメント間の
 内部売上高又は
 振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 11,585,636 444,764 12,030,400 659,352 12,689,753 ― 12,689,753

セグメント利益又
は損失(△)

764,868 △339,574 425,294 31,908 457,203 △568,850 △111,647
 

(注)①「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業機器関連事業、不動産賃貸関連事

業、売電関連事業及び精密部品関連事業を含んでおります。

②セグメント利益又は損失の調整額は全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

③セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
至　2019年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
至　2020年６月30日)

１株当たり四半期純損失金額(△) △1円15銭 △5円06銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失金額(△)(千円) △36,808 △160,896

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

親会社株主に帰属する四半期純損失金額(△)(千円) △36,808 △160,896

普通株式の期中平均株式数(株) 31,785,264 31,740,531
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

 該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。

EDINET提出書類

ダイハツディーゼル株式会社(E01477)

四半期報告書

15/17



独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2020年８月11日

ダイハツディーゼル株式会社

取締役会  御中

 

EY新日本有限責任監査法人

　大阪事務所
 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 笹   山   直   孝 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 三   戸   康   嗣 印

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているダイハツディー

ゼル株式会社の2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2020年４月１日か

ら2020年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年６月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ダイハツディーゼル株式会社及び連結子会社の2020年６月30日現

在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項

が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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